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安
曇
野
愛
し
た
画
家・山
下
大
五
郎

穂

高

の

山
岳
美
術
館 

大
町
の
笠
原
さ
ん
所
蔵
40
点
展
示

　大
町
市
在
住
の
個
人
収

集
家
・
笠
原
武
さ
ん（
54
）

が
集
め
た
画
家
・
山
下
大

五
郎
の
作
品
を
紹
介
す
る

「
日
本
の
原
風
景
・
自
然

を
愛
し
た
山
下
大
五
郎

展
」
が
7
月
19
日
か
ら
、

安
曇
野
市
穂
高
有
明
の
安

曇
野
山
岳
美
術
館
（
岩
佐

峰
子
館
長
）
で
開
か
れ

る
。
10
月
1
日
ま
で
。

　山
下
大
五
郎
は
安
曇
野

な
ど
日
本
の
原
風
景
を
愛

し
た
洋
画
家
。
明
治
41
年

神
奈
川
県
生
ま
れ
で
東
京

美
術
学
校
在
学
中
に
帝
展

に
入
選
。
以
降
、
第
1
回

文
展
（
現
在
の
日
展
）、

第
3
回
文
展
で
特
選
を
受

賞
し
た
が
、
戦
時
中
歩
兵

補
充
兵
と
し
て
招
集
さ

れ
、
終
戦
後
3
年
間
、
カ

ス
ピ
海
沿
岸
で
捕
虜
生
活

を
送
っ
た
。
帰
国
後
の
昭

和
24
年
、
仲
間
と
と
も
に

立
軌
会
を
結
成
。
昭
和
52

年
ご
ろ
か
ら
、
平
成
2
年

に
亡
く
な
る
ま
で
の
間
、

安
曇
野
の
風
景
に
魅
了
さ

れ
頻
繁
に
通
い
、
多
く
の

作
品
を
残
し
た
。

　今
回
は
笠
原
さ
ん
が
所

蔵
す
る
、
山
下
画
伯
の
初

【お問い合わせ先】一般社団法人HAKUBAVALLEY TOURISM SDGs小委員会　sdgs@hakubavalley.com 

キーワードは「マイクロプラスチック」

今月は「海の汚染」に関するアクションをご
紹介させていただきます。海がない長野県で
すが、上流から海の豊かさを守る行動を一緒
に考えてみませんか。

プラスチックごみのうち、毎年約800万トンが世界中の海に流れ
出て、それが原因で海の生き物たちに大きな影響を与えていま
す。マイクロプラスチックは、直径 5ミリ以下の微小サイズのプ
ラスチックです。魚がエサと間違えて食べてしまいその魚を私た
ちが食べているのです。 参照：一般社団法人　海と日本プロジェクトin長野

プラスチック繊維のスポンジで食器を洗ったり、化学繊維の衣類
を洗濯したりすることで、マイクロプラスチックが排水とともに
流れ出てしまいます。洗顔料に含まれるマイクロビーズや、掃除
に使われるメラミンスポンジ、人工芝などもマイクロプラスチッ
クの一種です。これらは紫外線や川・海の流れによって、時間を
かけてさらに細かく砕けていきます。

期
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品

40
点
余
り
を
展
示
す
る
。

笠
原
さ
ん
は
池
田
町
立
美

術
館
で
山
下
の
作
品
を
鑑

賞
し
て
感
銘
を
受
け
、
2

年
間
で
初
期
か
ら
晩
年
ま

で
の
作
品
を
集
め
た
。「
風

景
画
を
縦
に
構
図
を
取

り
、
天
か
ら
地
ま
で
す
べ

て
描
い
た
画
風
に
、
地
域

の
素
晴
ら
し
さ
も
感
じ

る
」
と
魅
力
を
語
る
。

　以
前
か
ら
多
く
の
人
に

山
下
の
絵
画
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
麓

で
本
格
的
な
山
岳
絵
画
を

来
場
を
呼
び
掛
け
る
笠
原
さ
ん
（
左
）
と
岩
佐
館
長

鑑
賞
で
き
る
同
館
の
ポ
リ

シ
ー
に
共
感
し
て
初
の
展

示
会
場
を
同
館
に
選
ん

だ
。
笠
原
さ
ん
は
「
安
曇

野
を
愛
し
た
山
下
先
生
の

生
涯
が
わ
か
る
展
示
会
。

こ
ん
な
時
代
の
日
本
が

あ
っ
た
と
い
う
、
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
の
よ
う
な
安
曇

野
の
風
景
絵
画
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。　木

曜
日
休
館
（
8
月
は

無
休
）
。
入
館
料
は
一

般
・
大
学
生
8
0
0
円
。

中
高
生
3
0
0
円
、
小
学

生
以
下
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
同
館
☎
0
2
6
3
83

4
7
4
3
ま
で
。

　安曇野山岳美術館「山下大五郎展」の無料招待券を 5
人にプレゼントします。締め切りは 9日（必着）。応募
多数の場合は抽選。住所、氏名、年齢、職業、電話番
号、本紙の感想を記し、大糸タイムス「山下大五郎展読
者プレゼント係」（〒398･0002　大町市大町1851、ファク
ス0261㉒2111、Ｅメール（info@ohitotimes.co.jp）まで。

読　者
プレゼント
無料招待券
5名様に


